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平成26年度予算見積調書
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課室名:課室名:水環境課

内線:内線:3081

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成26年度～
平成28年度

会計 款 項 目

一般会
計

環境費総務費 公害対策費

説明事業

綾瀬川・中川水質改善対策費

戦略項目

担当名:担当名:水環境担当

なし

040103　川の再生

予算額

決定額 47,00247,002

前年額

322322 46,68046,680 47,00247,002

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

諸収入
一般財源

番号

綾瀬川・中川水質集中改善事業費

１　事業の概要

　埼玉県５か年計画（平成２４年度～２８年度）の施策

指標として「全国水質ワースト５河川（国土交通省直轄

管理区間）」が盛り込まれた。

　綾瀬川及び中川の水質改善対策を部局横断的な取組を

より一層進め、全国水質ワースト５河川からの脱却を図

る。

（１）流域協議会の運営　　　　  　157千円

（２）下水道供用開始区域の

（３）啓発による対策　　　　　  3,490千円

（４）国等との検討会議　　　　　　478千円

２　事業主体及び負担区分

　（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　普通交付税（包括算定経費）（区分）企画費

　（細目）環境保全対策費　（細節）環境保全対策費

　（積算内容）環境の監視調査・測定・分析、

　　　　　　　公害の規制等

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×1.9人＝18,050千円

　増員（主査１）

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　流域協議会の運営　　　　　　　　　　　　　　　　 157千円
　　　　流域市町と協力して下水道接続率の向上、合併浄化槽への転換を進めるための対策等について検討・実施する。

　　イ　下水道供用開始区域の単独処理浄化槽の解消　　　42,877千円
　　　　公共下水道に接続する際に単独処理浄化槽を雨水貯留施設に転用する場合、市町の補助を受けていることを要件
　　　　に100千円を上限に補助を行う。
　　ウ　啓発による対策　　　　　　　　　　　　　　　　 3,490千円
　　（ア）流域協議会による説明会　　　　　　　　　　　 　1,867千円
　　　　流域協議会が各市町の自治会長等を対象に生活排水対策に係る説明会を実施する（24回開催）。
　　（イ）団体活動を活用した説明会　　　　　　　　　　 　　680千円
　　　　川の国応援団及び川の国アドバイザーを活用して、自治会単位で台所対策に係る説明会を実施する
　　　　（55回開催）。
　　（ウ）管工事業協同組合による戸別訪問　　　　　　　　 　943千円
　　　　管工事業協同組合に下水道未接続世帯への訪問及び啓発を依頼する（対象：48,000世帯）。

　　　　水質を改善するための浄化用水の導入について検討する。
　　エ　国等との検討会　　　　　　　　　　　　　　　　　 478千円

（２）事業計画
　　　通年で事業実施

（３）事業効果
　　　≪現状≫ＢＯＤ(H22～H24平均)：綾瀬川　3.9mg/L、中川　3.9mg/L
　　　≪生活排水対策≫ＢＯＤ削減効果：綾瀬川　0.97mg/L削減、中川　0.83mg/L削減

(単位：千円)

　 　 単独処理浄化槽の解消　　 42,877千円

分野施策


